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・2020年9月よりZoomを活用したWeb説明会「CCUSサテライト説明会」を開催
開催件数:2,476件、参加者数:延べ6,004名（11月30日現在）

・新型コロナウィルス感染拡大の防止を図るため、Zoomに接続した会場や自席の
PCから、CCUSの登録・現場運用に関する説明が受けられる仕組みであり、HP
から申込みフォームをダウンロードして申し込みが可能

・説明終了後、参加者からの質疑応答の時間も設けており、電話での問合せ窓口
に代わって、ユーザーからの質問や相談等を受け付けている。

CCUS事業本部 サテライト会場

Zoom

CCUSサテライト説明会の開催
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実技修得型説明会や登録会の開催

・CCUSの登録申請や現場運用の手順について、参加者一人ひとりがパソコンを操作し
ながら実技修得していく説明会や、サポートを受けながら実際に自社のCCUSの登録
申請を行う登録会を展開
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概要理解（背景・目的・メリット・事例） 申請登録（事業者・技能者） 現場運用（現場・施工体制登録）

事業者登録・現場運用方法
実践習得会(沖縄)

技能者申請実践登録会(群馬)

現場運用方法実践習得会(静岡)

説明を聞いただけではわからない。
自社や職人の必要書類を事前にやり
取りしてチェックし、
事業者、技能者登録会で、実際に操
作して申請まで行った（群馬、参加
者；元下計13名）

もはや通り一遍の説明を聞くだけの説明
会ではなく、モデル工事でどう実践運用
していくのか、自らパソコンを持ち込んで
出来るようになるまでやる。
協会の強い意気込みが感じられた（沖
縄、参加者；元請52社）

ひと通りの運用方法は理解していて、
有効な就業履歴を蓄積するための具
体操作、
安全帳票の有効な活用方法など、
さらに踏み込んだ実践習得会（静岡、
参加者；元下計18名）

概要説明で本質を理解したうえで、事業者・技能者申請に必要な書類を事前にやり取りして準備し、自ら登録実践し習得、
現場登録後、能力評価に有効な就業履歴を蓄積するために、施工体制登録、施工体制技能者登録方法を実機操作して習得。



認定登録機関 CCUSの申請書類の受付から審査・登録までを窓口
で行う。全国206箇所開設R3.12.1現在
○書面による申請、写真付きの身分証がない申請は、認定登録機関でのみ可能
○技能者登録は、「詳細型登録」のみの受け付けとなります

緑：開設済み(34都道府県)
グレー：空白県CCUS運営主体(建設業振興基金)

認定登録機関開設状況R3.12.1現在

登録支援機関 運営主体が認定する建設業関係団体等で、会員企業等の限定された申請者を対象として、
申請書類の受取りや記入補助及び運営主体に代わって情報をシステムに登録（条件は認定登録機関と同様）

全建登録支援機関26協会
（事業者・技能者対象） １８協会 岩手、茨城、栃木、山梨、長野、滋賀、京都、兵庫、奈良、岡山、広島、山口、高知、福岡、佐賀、長崎、熊本、大分
（事業者対象） ８協会 宮城、福島、埼玉、石川、大阪、和歌山、香川、徳島

日建連登録支援機関 大手ゼネコンの複数社が開設又は開設に向けを準備中（協力会社の登録支援を目的）

認定登録機関・登録支援機関の開設
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運営主体
（建設業振興基金） ➂ホームページに

リストを掲載
（11月掲載済）

本社・支社

工事事務所
➁講習、認定

本社・支社

工事事務所

①応募

本社・支社

工事事務所

A社

B社

C社
⑤支援依頼

⑥アドバイザー派遣
による指導・助言等

⑥アドバイザーへの
フォロー（適宜）

本社・支社

工事事務所

建設業者

CCUS認定アドバイザー

公表アドバイザー
リスト ④リストを閲覧

自社等での指導

建設業者

依頼企業への派遣

⑦実績報告書の提出
（年１回）

CCUS認定アドバイザーとは、ＣＣＵＳの登録、現場運用等に係る専門的知識を修得し、CCUSの利用者
に対する適切な指導及び助言等を行うことができ得るとＣＣＵＳにより認められた総合アドバイザー。
現在126名（企業、団体及び行政庁内を含む）。10月に第４回50名を公募し、現在講習を実施。この50名
を加え、45都道府県に配置し活動を本格化。2022年度末までに300人以上の育成を計画。

人材派遣会社・
業界団体等 行政書士
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CCUS認定アドバイザーの育成



CCUSモデル工事支援（受注元請を徹底支援）
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建退共電子申請方式との連携

就労実績報告作成ツール

　　建退共事務受託様式５号

殿 年 月 日

報 告 事 業 所 名

住 所

電 話 番 号

共 済 契 約 者

番 号

建設キャリア アッ プ シス テム

事 業 者 I D

工 事 コ ー ド

建設キャリア アッ プ シス テム

現 場 I D

備 考

（ 契 約 者 番 号 ）

元 請 事 業 所 名

次の表のとおり、就労実績を報告します。

就労状況 年 月 日 ～ 年 月 日

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10 日 11日 12日 13日 14 日 15日 16日 17日 1 8日 19日 20日 21日 22日 23 日 24日 25日 26日 2 7日 28日 29日 30日 合計日数

※　建設キャリアアップシステム登録技能者は、ＣＣＵＳ欄に「〇」印を記載

被共済者就労状況報告書（日別報告様式）
整理番号

報 告 日

掛金納付についての

事務を委託します。

（契 約者番 号）

総合計

一次 事業 所名

No. 被共済者番号 項番 氏名 CCUS

               印 

現場責任者確認

就労実績の集計に建設

キャリアアップシステムを

活用し ています。

5号日別様式

　　　建退共事務受託様式４号

年 月 日

印

次の表のとおり、就労実績を報告します。 年 月 日 ～ 年 月 日

※　建設キャリアアップシステム登録技能者は、ＣＣＵＳ欄に「〇」印を記載

総合計　

No. 共済契約者番号 項番 共済契約者名 被共済者番号 被共済者名

報告期間：

( 共 済 契約 者番 号) ( 共 済 契 約 者 番 号 )

元 請 事 業 所 名 一 次 事 業 所 名

工 事 コ ー ド

備 考

建設キャリ アアッ プ シス テム

現 場 I D

電 話 番 号

共 済 契 約 者

番 号

工 事 名

報 告 事 業 所 名

住 所

建設キャリ アアッ プ シス テム

事 業 者 I D

被共済者就労状況報告書（月別報告様式）
整 理 番 号

殿 報 告 日

掛金納付についての

事務を委託します。

就労実績の集計に建設

キャリアアップシステムを

活用しています。

現場責任者確認

CCUS
就労日数

310円

4号月別様式①建退共5号日別
様式を作成

ＣＣＵＳ

②エクセルファイル
アップロード

建退共の就業履歴を

ＣＣＵＳ技能者の

就業履歴として登録

④アップロード

ＣＣＵＳ

元請

電子申請専用サイト

⑤アップロード

電子申請専用サイト

③データ自動変換

②手入力

・元請が建退共の電子申請方式を利用する場合、技能者の就業履歴を「就労実績報告作成
ツール」に入力することにより、建退共への登録を行う。
・建退共に電子申請することによって、簡便な方法でＣＣＵＳへのデータの送付が可能
となり、登録済の技能者の就業履歴がＣＣＵＳにも蓄積される。

point
現場にカードリーダーが設置できない
場合でも

その就業履歴の技能者がCCUSに登録
済みであればCCUSの就業履歴として蓄
積

電子申請により建退共に就業履歴を登録
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施工体制台帳、作業員名簿等の作成効率化

・2020年10月の建設業法施行規則の改正により、施工体制台帳に作業員に関する
情報が追加され、作業員名簿の添付が義務付け。

・公共工事では、全ての受注者は施工体制台帳と作業員名簿を発注者に提出するこ
とが必要（入契法）

・CCUSの登録事業者は、CCUSを活用することで、登録データを施工体制台帳や
作業員名簿に自動反映させることができるため、書類作成が効率化

公共発注者

元請企業

２次下請

１次下請

施工体制台帳・作業員名簿に自動反映

技能者

施工体制登録

施工体制登録

技能者登録

技能者情報

就業履歴

事業者情報

施工体制台帳等の作成・提出に係るCCUSの活用

施工体制台帳の写し
作業員名簿の添付

完工施工契約・着工

（例）施工体制台帳

データを自動反映させるためには、
①元請、下請、技能者がそれぞれCCUSに登録済みであること
②当該工事現場の施工体制（自社の施工体制登録、技能者登録）登録が必要

色付き部分が自動反映

下請や作業員に変更等あれば、随時、
施工体制台帳、作業員名簿を変更・提出

7



ＣＣＵＳのカードタッチで日々の就業履歴をベースポイントとして蓄積しながら、現場の日常活動で
元請が独自に付与するポイントと合計して目標ポイントに届くと電子マネー等に交換される仕組み
カードタッチへのモチベーションアップと現場活性化に繋がることを期待し奥村組で実証実験開始

元請による協力会社への独自ポイントの付与
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求人・求職活動との連携（ハローワーク等）

・厚生労働省と連携して、全国のハローワークにおいて、建設業への就職を希望す
る求職者に対してCCUS登録済み建設事業主の求人情報を提供し応募を勧奨する
とともに、CCUS登録済み建設事業主に対しては求人申込書にCCUS登録の記載を
勧奨する取組を開始。公共職業能力開発施設においても、建設分野の職業訓練受
講者に対して、CCUSの周知を開始

建設雇用改善計画（第十次）におけるCCUSの位置付け CCUSの普及促進に向けたハローワーク等における取組

※関係箇所抜粋
※関係箇所抜粋

令和4年度に「建設キャリアアップシステム等普及促進コース（仮称）」を新設し、
建設事業主団体が実施するＣＣＵＳ技能者登録料等の補助やCCUS登録等に係る代行
申請手続、就業履歴を蓄積するカードリーダーの導入等に対する支援も実施予定 9



・マッチングアプリ「助太刀」において、ＣCUSに登録済みの同アプリユーザーが
自身のプロフィールにCCUSのシンボルマークをバッジ表示する試行を開始

・建設業を中心に現場の仕事に特化した求人情報誌「パワーワーク」において、
CCUSに登録済の求人建設業者にCCUSのロゴを表示する試行を開始

事
業
者

技
能
者

初対面の
相手が
安かろう悪
かろうでは
困る

AI顔認
証等を利
用した
本人確認

CCUSに
登録確認 初対面で

も
CCUS登
録済みなら
安心

事
業
者

技
能
者

プロフィール画面に
バッジ表示

◉ 人を育てる施
工能力の高い
健全な事業者で
あることをアピール

◉ 若い世代・転
職希望者は
安心して将来を
託せる健全な事
業者を峻別

技
能
者

事
業
者

求人・求職活動との連携（民間サービス）
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